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見
る
人
が
思
わ
ず
唸
る

カ
ッ
ト
編
集
で
生
き
る

〝
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

のス
ス
メ

解
説
㊥
菅
原
安

編
集
の
つ
な
ぎ
で
困
っ
て
デ
ィ
ゾ
ル
ブ
や
ワ
イ
プ
な
ど
の

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
効
果
を
多
用
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
？

〝
ち
ょ
っ
と
し
た
〃
画
を
撮
っ
て
い
れ
ば
、

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
効
果
を
使
わ
な
く
て
も

そ
れ
が
カ
ッ
ト
編
集
の
中
で
生
き
て
く
る
。

r
お
っ
？
や
る
な
し
と
見
る
人
が
ぐ
っ
と
く
る
ポ
イ
ン
ト
は

案
外
、
意
外
な
と
こ
ろ
に
潜
ん
で
い
た
り
す
る
。

気
の
書
い
た
ち
ょ
っ
と
し
た
画
（
＝
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
カ
ッ
ト
と
命
名
）

の
導
入
で
、
作
品
作
り
を
大
き
く
変
え
て
み
よ
う
。



あなたなら、
どうする
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例題の答え合わせとその効果の説明は唸PR51に



時間の単位はいろいろある
・短い時間（数秒～数時間）

・1日（朝～昼～夜）

・季節（春・夏・秋・冬）

・年単位1（2年以上）

・年単位2（10年以上）

・時代1二世紀（100年前後）

・時代2＝有史（1000年以上）

所についてもいろいろある

同じ部屋の中、

同一被写体のポイント違い）

部屋の中と外、少し離れた所）

互いに見えない距離）

編集で生きるトランジションカットの効果と意義

－時間短縮
カットとカットのあいだにある時間を、途中にほかの映像を挿

入することでメインの映像から一旦注意をそらし、次のカットに

自然につなぎながら時間を短縮する。つなぎ日に違和感のある

カット編集を避けるのに有効。

l二二場所移動

上の時間短縮と同様、作品の時間を縮めるためだが、場所が

変わる際に前カットと次のカットの変化が大きい時、その差を

和らげるために挿入する。

■罰内容飛ばし
インタビューや講演会などで内容を効率的に省いたり、場合に

よっては意図的な内容操作のために映像が挟まれることもある。

巴二惑視覚刺激
似たような画が続き、メリハリに欠ける流れの時にボンと入れ

ることで見る人の視覚が刺激され、集中力を長引かせることが

できる。また逆に、ヌケている画（ほっとするような画）を入れて

見る人を休ませるという役割を担う時もある。

賢二頭究極には…
突きつめていくと、これは編集そのものとも言えるが、A＋B（ト

ランジションカット）十Cの相乗効果で「行間」的な意味を付加

することもできる。そこに決まった「答え」はないので、自分の

表現を目指そう。

48

〝
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
カ
ッ
ト
〃
っ
て
な
に
？

見
せ
た
い
画
・
語
り
た
い
画
を
そ
の

ま
ま
見
せ
る
（
投
稿
動
画
サ
イ
ト
な
ど
）

の
も
映
像
の
楽
し
み
方
だ
が
、
映
像
作

品
と
し
て
も
う
一
歩
踏
み
込
む
と
カ
ッ

ト
の
積
み
重
ね
が
ス
ト
ー
リ
ー
を
紡
ぎ

出
す
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。

例
え
ば
「
す
ご
く
掩
蓋
な
花
を
見
つ
け

た
」
　
と
い
う
感
動
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
見

せ
て
も
い
い
が
、
「
い
つ
？
ど
こ
？
」

な
ど
疑
問
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ

こ
で
「
こ
こ
は
○
○
で
す
」
　
と
い
う
導

入
の
カ
ッ
ト
を
最
初
に
見
せ
る
。
こ
れ

が
編
集
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
記
念

す
べ
き
瞬
間
だ
。
あ
と
は
足
り
な
い
カ

ッ
ト
を
撮
影
し
編
集
す
る
作
業
が
繰
り

返
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
映
像
ル
ー
ル
が

分
か
っ
て
い
る
と
カ
ッ
ト
の
積
み
重
ね

で
迷
わ
な
い
し
、
見
て
く
れ
る
人
に
も

分
か
り
や
す
い
も
の
が
作
れ
る
。

さ
て
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
　
〝
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
カ
ッ
ト
″
　
と
は
何
か
。

実
は
従
来
の
用
語
に
は
な
い
、
ビ
デ
オ

サ
ロ
ン
が
考
え
出
し
た
造
語
で
、
カ
ッ

ト
A
と
カ
ッ
ト
B
の
問
に
は
さ
む
緩
衝

材
的
な
映
像
を
言
う
。
P
U
編
集
で
は

場
面
転
換
を
目
的
に
デ
ィ
ゾ
ル
ブ
や
ワ

イ
プ
な
ど
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
効
果
を

使
う
の
が
普
通
だ
が
、
あ
ま
り
多
用
す

る
と
結
局
リ
ズ
ム
感
の
な
い
映
像
に
な

っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
効
果
に
頼

ら
な
い
場
面
転
換
を
可
能
に
す
る
映
像

を
　
〝
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
カ
ッ
ト
″
　
と
定

義
し
た
。
カ
メ
ラ
マ
ン
は
メ
イ
ン
カ
ッ

ト
撮
影
時
に
つ
な
ぎ
用
の
画
を
撮
影
す

る
よ
う
に
と
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
な
ど
か
ら

よ
く
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
〝
つ
な
ぎ
用

の
画
″
　
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
と
い
う

わ
け
だ
。
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
カ
ッ
ト
は
、

時
間
・
場
所
・
内
容
・
視
覚
な
ど
各
々

違
う
二
つ
の
映
像
の
架
け
橋
と
な
る
と

同
時
に
、
前
後
の
カ
ッ
ト
の
印
象
を
変

え
な
い
と
い
う
難
し
い
役
割
も
担
う
。

そ
の
具
体
的
な
内
容
に
触
れ
て
い
こ
う
。



＼
として有効に使うためには

一一一一′

団｝ 季節感、特に季語が入った被写体を意識する

普通のテンポの紀行ものの作品なら、説明も含んだトランジションカットのバリエーションは多くなるは坑

季語が入った被写体を取り込もう。

春
梅、
桜、
ツツジ、

ツバメ、

ヒバリ、

蝶ほか

秋
コスモス、

ヒガンバナ、

紅葉、
赤トンボ、
モズ、

ヒヨドリほか

もint

憂
葉桜、
向日葵、

積乱雲、

金魚、

アマガ工ル、

アメンボ、

アゲハ蝶ほか

冬
シクラメン、

山茶花、

寒椿、

枯葉、
鷹、
鶴、
白鳥ほか

トランジションカットに向くショット

0日の丸構図

凝った構図感の画はトランジションカットに使えないこ

とが多い。メインのカットでは3分割構図（今号Q＆A構

図を参照）などで画面を整えるが、刺激を低く抑えたい

トランジションカットでは落ち着いた日の丸構図やシン

メトリーなどの安定感のある画が向いている。また動画

ならではの表現として、フレームイン・アウトの画を挟

むとつながりがスムーズになる。ピン送りも画面に集中

させる効果があるので次のシーンへの導入として良い。

もちろん前後のメインカットがきちんとキマっていない

とトランジションの効果はないのでそれが最重要だ。

メインカットの撮影中に「こんな

画はどうかな？」と貪欲に周りを

見回してみよう。必要ないと思っ

ても撮っておくと使えることも多

い。右のどちらの例もトランジシ

ョンカットの構図がポイントで、

カワセミの例は前後カットでは

渓流と岩で画面が二分割された

構図とはまるで違っている。桜の

ほうは前後カットでは水平線が

下めなので夕日はあえて中央分

割構図。空と地面の割合など水

平分割の位置はカット間で重要

になることを覚えておこう。
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○フレームイン／アウト

●シンメトリー構図

0前後のカットの構図からトランジションカットを考える

メイン素抽こ挟むトランジションカッ

ト、特に場面転換用の場合は奇抜な

画は向いていない。また前後のメイン

カットによっては、間に挟む画は全体

が黒っぽいもしくは逆に明るく白っ

ぽい画面が向くこともある。

会トランジションカット



バリエーションを撮影しておくと後で助かる蕗int

光が違うと画もガラツと変わる。明

暗差のある2種類を撮っておくと、

どちらか（前後カットにより決ま

る）は必ず役に立つトランジション

カットとなる。

⑳光も味方につけて撮ろう

●サイズを変えて撮っておこう

使用箇所が撮影時点では明確でないトランジションカ

ットでは、前後のメインカットのサイズや色調など予想

がつかないので、よりさまざまな設定で画を撮っておき

たい。まずはサイズ違いで、同じ被写体でも大・中・小

（寄り～引き）の3種類は収めておきたい。また青空だっ

たら空も大きく取り入れておくと繋がりやすい。

●フォーカスイン／アウト

フォーカスアウト　　　　　　フォーカスイン　　　　　　　　　順光
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三二千三∃‥監
フォーカスイン／アウトはトランジションカットの代表的な表

現。徐々に被写体がボケていくと次の場面へ移行することを暗

示し、逆に徐々に合焦する場合は前画面からトランジションで

飛んだ世界を現実に引き戻す画となる。

カット編集では

●現場音が

きちんと編集されていな

一番よく使われるのがBGM処理で、音の変化をカムフ

ラージュするが、ここではそれ以外に現場音の処理方法

を考えよう。

方法0勇が編集ライン上の前のメインカットの環境音ゾルイ　を使い続ける

メインからのつなぎ日がないので一番自然な感じになる。

方法q弐寮環境ペース音を入れる

元の音に餅ックグランドで環境音をかぶせる。現場の音

のつながりが気づかれにくいスタンダードな方法。

方法○‡読書量コントロールをかける

フェードイン／アウトを駆使して各カットの音声レベル

を揃える。仕上がりを意識し、また現場の音の変化が

少ないときに可能。ただし音場（定位）の崩れはヘッドホ

ンでチェックすること。

具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
は
上
に
ま
と
め

た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
ト
ラ

ン
ジ
シ
ョ
ン
カ
ッ
ト
は
生
き
て
く
る
。

そ
の
ぶ
ん
画
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
多

く
存
在
す
る
の
で
、
実
際
に
「
何
を
撮

れ
ば
い
い
の
？
」
　
と
疑
問
が
わ
く
だ
ろ

う
。
で
も
そ
ん
な
に
悩
む
必
要
は
な
い
。

普
段
撮
影
し
て
い
る
画
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
増
や
せ
ば
い
い
だ
け
だ
。
こ
の

ペ
ー
ジ
で
説
明
し
て
い
る
　
〝
撮
影
サ
イ

ズ
″
と
　
〝
順
光
＆
逆
光
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
″
を
意
識
し
た
だ
け
で
普
段
よ
り

カ
ッ
ト
数
は
倍
以
上
に
増
え
る
だ
ろ
う
。

増
え
た
分
が
童
重
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

カ
ッ
ト
の
資
産
と
な
る
。

た
だ
し
そ
れ
ら
を
撮
る
と
き
ズ
ー
ミ

ン
グ
で
サ
イ
ズ
を
変
え
た
り
、
構
図
を

少
し
変
え
た
だ
け
で
は
効
果
が
少
な
い
。

大
元
の
メ
イ
ン
カ
ッ
ト
と
1
8
0
度
違

う
画
を
撮
る
よ
う
頑
張
ろ
う
。
順
光
で

撮
っ
て
い
た
な
ら
逆
光
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

ま
で
回
り
こ
む
。
サ
イ
ズ
は
ズ
ー
ミ
ン

グ
の
み
で
は
な
く
、
離
れ
た
り
寄
っ
た

り
撮
影
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
変
え
て
み
る
。

作
例
の
花
は
コ
ス
モ
ス
と
ポ
ピ
ー
で

秋
と
冬
を
代
表
す
る
花
だ
が
、
ど
ち
ら

も
空
の
面
積
が
多
い
下
か
ら
の
ア
ン
グ

ル
と
な
っ
て
い
る
。
空
は
前
後
の
カ
ッ

ト
を
つ
な
ぐ
と
き
リ
セ
ッ
ト
を
掛
け
や

す
い
映
像
。
テ
レ
ビ
で
も
空
か
ら
の
振

り
下
ろ
し
（
上
げ
）
な
ど
で
場
面
転
換

し
て
い
る
の
を
よ
く
見
る
。
ま
た
逆
光

の
画
も
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
カ
ッ
ト
と
し

て
使
い
や
す
い
。
被
写
体
は
シ
ル
エ
ッ

ト
だ
が
バ
ッ
ク
は
輝
い
て
い
る
の
で
画

面
全
体
は
明
る
く
、
し
か
も
特
定
の
モ

ノ
に
意
識
を
集
中
さ
せ
な
い
の
で
、
次

の
画
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
理
想
的
な

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
カ
ッ
ト
と
な
る
。

そ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
次
貢

の
答
え
合
わ
せ
を
見
て
い
く
と
、
ト
ラ

ン
ジ
シ
ョ
ン
カ
ッ
ト
が
持
っ
て
い
る
特

徴
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。



活用例
初夏の尾瀬への誘い

前後の2カットを繋いだだけでもストーリーは成り立つが、手つかずの自然にミズバショウが

あるという環境保全的な意味合いを木造に止まるトンボ（高山性のトンボ：ムツアカネ）が表

現し、つなぎのショックを和らげている。

三∃：二　「
春、タンポポは黄色い花を咲かせ、時の流れが綿毛の実をつけさせ風に吹かれて旅に出る。

どちらもタンポポの代表的な画だが、この二つをつなぎたいとき、猫のお昼寝でゆっくり流

れる時間をイメージし、実をつけた時間経過をさりげなく表現する。

＿く二■L㌧∴言∵－　tl随盛望遠義，▲ノ．一．，＿＿＿．　．．＿　‾‾‾‾‾

寧彗ミニ葦ヨ琵

鍼匪㍗了空蝉喝
田植えのイネのアップからゆっくりズームアウトしてもいいが、先が簡単に読めてしまうズー

ミングになってしまう。カット編集だと逆さ富士が突然正立してしまうので、トランジション

カットとして「水入れを喜ぶアマガエル」を挿入することでショックを和らげる。

＝」こし二・i
夜景は被写体としてひとつひとつが独立しているパターンが多く、日を奪われるような輝きと

ライティングを措いた後の次のカットへの移動はギャップが大きすぎる時がある。そんな時は

アウトフォーカスの画を挟むと前カットがリセットされる効果がある。

＿」二三　「
憧れの野鳥ショットを編集すると、それらの羅列映像ができあがってしまう。途中に新緑の

葉や小川の水を入れるのもトランジションカットとして良いが、仲間の撮影風景も後で見てな

かなか良いトランジションカットとなる。被写体（仲間）に気づかれないよう撮るのがコツ。
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こんなのが撮れたら作品の格が上がる！

トランジションカット集①

撮り方のコツ巨太陽があと5～10分で

沈むタイミングでトンボがよく止まると

ころに日が重なるようスタンバイし、テ

レ端でAEの十0．3～0．6補正で撮影。太

陽が霞んでいる時が狙い目だ。

撮り方のコット作例は1000mm強の超望

遠だがここまで拡大しなくても画になる。

満月前の3日間は夕方、満月後の3日間

は朝方（満月の日はNG）が月と風景が
一緒に撮れる狙い目。あと三日月も狙い

目の時がある。
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トランジションカット集②

トランジションカット集③

使い方のコツ♭野鳥を撮るのは難しいが、その声は季語として登

場するほど一般的なものが多い。季節を表す音のトランジション

カットとして使えるので鳴き声だけでも収録しておこう。

トランジションカット集④

撮り方のコツ診植物はトランジションカットの宝庫。望遠系のマ

クロでバックをぼかした画はトランジションカットとして使いや

すい。レフ板やLEDライトで影を起こす工夫もしたい。

人
を
惹
き
つ
け
る
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
カ
ッ
ト
撮
影
＆
活
用
術

作
品
の
格
を
上
げ
る
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
ろ
う

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
カ
ッ
ト
は
不
確
か

な
世
界
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
に
掲
げ

た
作
例
を
見
て
も
統
一
感
は
な
い
。
し

か
し
な
ん
と
な
く
イ
イ
ナ
と
思
わ
せ
る

の
が
特
徴
だ
と
言
え
ば
そ
う
言
え
る
。

こ
の
ペ
ー
ジ
の
作
例
の
中
で
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
カ
ッ
ト
で
は
な
い
ハ
ッ
キ
リ
と

し
た
目
的
で
捉
え
た
の
は
、
一
目
瞭
然

だ
が
左
の
コ
マ
ド
リ
の
画
だ
。
し
か
し

自
然
全
般
を
広
く
描
く
時
、
そ
の
一
部

と
し
て
コ
マ
ド
リ
は
存
在
す
る
の
で
、

野
山
を
巡
る
映
像
で
は
極
上
の
ト
ラ
ン

ジ
シ
ョ
ン
カ
ッ
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。

逆
に
言
え
ば
、
優
れ
た
ト
ラ
ン
ジ
シ

ョ
ン
カ
ッ
ト
に
見
合
う
本
編
の
画
が
必

要
と
な
る
。
編
集
そ
の
も
の
の
話
に
も

な
る
が
、
作
品
の
グ
レ
ー
ド
は
両
者
の

相
乗
効
果
で
確
実
に
上
が
っ
て
い
く
。



トランジションカット集⑤

使い方のコット左側を空けてあるのでアクセントが少

し強くメインカット的な画だが、朝雷というゆっくり変

化する情景のため時間経過を静かに描くトランジショ

ンカットとして充分使える。

トランジションカット集⑥

使い方のコツl場面転換で空の画は使いやすいが、空
＝雲には季節それぞれの顔がある。作例の積乱雲はも

ちろん夏。他にもいわし雲やひつじ雲など、雲は場面転

換に季節の意味を持たせることができるので重宝する

素材だ。
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トランジションカット集⑦

撮り方のコツ＞マクロレンズで撮影。小さな氷柱もマクロで近付くと

溶けた氷の中に別世界が広がっている。トランジションカット向けの

被写体探しは、さまざまな視点でフィールドを見つめ直すと見えてくる。

トランジションカット集⑧

撮り方のコツl撮り方のコツは特段ない画だが、こんな情景を見かけ

たらもうカメラを向けざるを得ない。そんな感覚がトランジションカッ

ト振りに向いているかもしれない。頭で考えて撮るよりイメージ優先

で撮ると、意外と使いどころの多い画になることも。

狙
っ
て
撮
る
時
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、

偶
然
が
生
み
出
す
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
カ

ッ
ト
の
チ
ャ
ン
ス
は
い
つ
訪
れ
る
か
分

か
ら
ず
、
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
い
る

必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
作
例

で
は
右
の
〝
寝
る
ネ
コ
″
が
そ
う
だ
っ
た
。

実
際
の
狙
っ
た
被
写
体
は
別
の
も
の
で
、

撮
影
で
き
ず
ガ
ツ
カ
リ
し
て
帰
る
途
中

に
出
く
わ
し
た
も
の
。
撮
影
が
成
功
し

て
い
た
ら
こ
の
猫
に
は
気
づ
か
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
カ
ッ
ト

の
撮
影
チ
ャ
ン
ス
は
ど
ん
な
時
に
も
ひ

そ
ん
で
い
る
。



トランジションカット集⑩

使い方のコットマガモをワイド端で近接撮影。山と山や植物

などを繋ぐとき動物は使いやすい。しかし広角の画は環境も

多く含まれるのでトランジションカットとしての汎用性は低下

する＝地域限定カットということを覚えておこう。

トランジションカット集⑫

使い方のコットほのぼの系の画はトランジションカットに向

いている。動画ではトンボが止まっている下を猫が通過してい

く（フレームイン／アウト）。互いに意識し合うことなどおそら

く一生ない、まったく違う二者がいい味を出してくれている。

トランジションカット集⑨

撮り方のコツDよく探せば足元にもトランジションカット用の素

材はある。キノコの撮影環境は暗い林なので、LEDライトでやわ

らかく光をあてよう。作例は斜め右後から逆光気味であてている。

トランジションカット集⑪

使い方のコツD被写体が季節

感を語ってくれると編集は楽

になる。このフクロウ＝コミミ

ズクは冬の渡り鳥で、厳冬を

描く時に使うとやさしい場面

転換ができる。注意点は季節

モノのカットは使う時期をく

れぐれも間違えないようにす

ることだ。
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映
像
は
撮
影
・
編
集
・
視
聴
と
3
回

楽
し
み
が
あ
る
。
今
回
の
焦
点
は
編
集

に
目
を
向
け
つ
つ
撮
影
を
中
心
に
語
っ

て
い
る
。
撮
影
の
楽
し
み
は
、
シ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
満
足
感
を
味
わ
え
る
こ
と

に
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
編
集
は
、
ジ
グ
ソ

ー
パ
ズ
ル
に
似
て
い
る
。
ル
ー
ル
に
従

っ
て
ピ
ー
ス
を
埋
め
て
い
く
地
道
な
作

業
だ
が
、
完
成
し
た
達
成
感
は
大
き
い
。

ど
ち
ら
も
視
聴
と
い
う
形
で
結
実
す
る

が
、
編
集
時
に
ど
う
し
て
も
見
つ
か
ら

な
い
ピ
ー
ス
が
あ
っ
た
時
、
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
カ
ッ
ト
の
出
番
と
な
る
。

必
要
な
ピ
ー
ス
　
（
画
）
が
な
い
時
に

苦
肉
の
策
で
代
替
画
を
使
う
場
合
、
多

少
合
わ
な
い
の
は
仕
方
な
い
。
し
か
し

ま
っ
た
く
違
う
形
や
色
の
ピ
ー
ス
が
ピ

タ
リ
と
気
持
ち
よ
く
納
ま
る
時
が
あ
る
。

そ
れ
が
今
回
提
案
す
る
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
カ
ッ
ト
と
言
え
る
。
あ
る
意
味
、
撮

れ
な
か
っ
た
ピ
ー
ス
よ
り
も
出
来
栄
え

が
良
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

実
際
の
作
業
で
は
、
撮
れ
な
か
っ
た

ピ
ー
ス
の
替
わ
り
と
し
て
助
け
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
し
、
新
た
な
ピ
ー
ス
と
し

て
輝
か
し
く
機
能
す
る
こ
と
も
あ
る
。

決
ま
っ
た
形
を
持
た
な
い
ト
ラ
ン
ジ
シ

ョ
ン
カ
ッ
ト
の
探
求
は
、
宝
探
し
に
も

似
た
楽
し
み
が
あ
る
。


